
加入している保険の種別（国民健康保険、後期高齢医療保険）や、年齢によって健診の名称
が変わり、検査項目も若干異なります。
※健診時の年齢が、20～39歳の方の健診を「生活習慣病予防健診」、40～74歳の方の健診
を「特定健診」、75歳以上の方の健診を「長寿健診」と呼びます。

Q

A

特定健診、長寿健診、生活習慣病予防健診はなにが違うの？

その他、ご不明な点がございましたら下記へご連絡ください。

特定健診等に関すること

健康保険課国保年金係

☎ 0 9 9 7 - 2 2 - 9 0 2 2

がん検診等に関すること

保健センターすこやか

☎ 0 9 9 7 - 2 4 - 3 2 3 3

病気に関する検査と、基本健診の検査内容は異なる場合があります。
また、採血や尿検査の他に、身体測定、血圧、心電図などの検査を受けることができ、
高血圧症や糖尿病等の生活習慣病を早期に発見できる機会ですので、受診をお勧めし
ます。

Q

A

病院で採血や尿検査をしたので基本健診は受診しなくていいですか？

1. 基本健診（特定・長寿・生活習慣病予防）➡受診できます。
通院・治療中の方も健診対象者ですので、通常どおりご受診いただけます。

2. がん検診等（複合がん検診、女性がん検診、胸部検診）➡受診できません。
がん検診等は、自覚症状がある方、治療中の方、経過観察中の方は受診できません。
該当する方は、希望調査票の受診しない理由（治療中、その他等）に〇をつけてく
ださい。

Q

A

病院で治療中ですが、市の基本健診やがん検診等を受診していいですか？

どちらも胸部レントゲン検査を行いますが、結核検診は結核を、肺がん検診は肺がん
を発見するために行います。
また、結核検診は医師が１名で読影しますが、肺がん検診は医師が２名で読影を行う
ため、肺がん検診の方が、より精度が高い検査です。なお、結核検診は65歳以上、
肺がん検診は40歳以上が対象者です。

Q

A

結核検診と肺がん検診はなにが違うの？

受診できます。
割り当ての校区の方が優先となりますが、その他の地域の方も受診可能です。
なお、基本健診および複合がん検診について、５～６月が榕城校区以外、７月が榕城
校区を対象に実施します。「榕城校区の方が５～６月の健（検）診を希望する」等の
変更を希望する場合は、その旨を調査票の枠外に記入してください。

Q

A

健診によっては校区割り当てがありますが、その他の地域も受診できますか？


